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の「賜物」を「ギフト」と読み替えて何度も聖書
を読み返します。一人で、何人かで・・。「もし、
あなたが神のギフトを知っており、また『水を飲
ませてください』と言ったのが誰であるか知って
いたならば、あなたの方からその方に頼み、その
人はあなたに生きた水を与えたことであろう。」
何度も読むうちに「ギフト」という言葉が、自分
の中に入りこみ、「ギフト」とは何か？という気持
ちがわいてきます。『私たちは「賜物」と聞く時に
は、それは何かの「才能」であったり「できるこ
と」「責任をともなうこと」「応答」などと思いがち
ですが、果たしてそうでしょうか？』という景山さ
んの問いかけに、各自が「私のギフト」について
思い巡らし、その思いを分かち合いました。そし
て、何度も何度もこの箇所を声にだして読み向き
合う時、自分が今ここに存在していることそのも
のが「ギフトである」という喜びを見出すことが
できたのは私だけではなかったのではないか、
という気がします。　最後のセッションでは、一
人ひとりが一本ずつろうそくを灯しながら「私は
世の光です」と言い、その後その方の名前を呼
び、全員で祈りました。「～さん、あなたが慈し
みと愛で満たされますように。すべての苦難から
解き放たれますように。癒しがありますように。主

の平和がありますように。」と。自分だけのため
にみんなが祈ってくれている・・・ちょっと気恥ず
かしい気持ちもありながら、その祈りが大きな力
を与えてくれることを身体で感じる瞬間でした。
全員のろうそくが灯り、全員が祈られた時、本当
に聖霊に満たされたとても心地のよい空気が会
場全体を包んでいた気がします。そして、もっと
もっと黙想をしていたい、そんな気持ちを心にと
どめながらそれぞれに自分の場所へと帰ってき
ました。
初めての企画でしたが、卒業間近の女性の神

学生にぜひ参加してほしいという思いから、今回
は、ウイリアムス神学館のリセスに合わせた時
期の京都での開催となりましたが、これからもこ
のような黙想会を各地で開きたいと願っておりま
す。この集まりのために心をこめて準備くださり
ニューヨークから来てくださった景山恭子さん、
そして参加してくださったみなさまに心から感謝
したいと思います。（写真・イラストも筆者）

	 　キリスト教会におけるカルト対策　③
管区事務所宣教主査　司祭　卓　志雄

連載

2回にわたって、日本社会に大きな弊害をもた
らしている統一協会による「伝道、入信－いわゆ
る霊感商法－」、「合同結婚式」、「学校における
実態」、そして統一協会の活動を支えている「統
一協会の教え」について述べてきた。最後にマ
インドコントロールを用いて人間の尊厳を破壊す
る統一協会をはじめとするカルト団体に対してキ
リスト者としてどのように取り組んでいけばいい
かについて述べたい。

・マインドコントロール

アメリカの代表的なカルト問題専門家である
スティーブン・ハッサン（Steven Hassan）は19
才であった1974年から2年間統一協会に入り積
極的に活動を行ったが、交通事故を機に家族か
らの愛と努力によって脱出することが出来た。そ
の後、彼は自分の経験を活かしてカルト団体に
よる被害者のケアとカルトに対する予防、研究活
動を行っている。
特にハッサンは非常識的なカルトに陥る理由

はマインドコントロールであると指摘する。彼に
よると、マインドコントロールとは一人のアイデン
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ティティに混乱をもたらすと同時に新しいアイデ
ンティティに変えてしまうシステムであり、すべて
が悪いわけではないが、マインドコントロールが
及ぼす否定的側面に焦点を合わせ研究してい
る。強制によらず、さも自分の意思で選択したか
のように、あらかじめ決められた結論へと誘導
する技術と言われているマインドコントロールは
四つの類型があるとハッサンは説明している。
１．	行動統制 (behavior control)：カルトは信

者に対して献身を強要し日常生活を緻密
に統制する。　

２．	思考統制 (thought control)：カルトは信
者の思想を徹底的に改造し、自分たちの
教理に焦点を合わせ個人が思考し決定
できないように統制する。

３．	感情統制 (emotional control)：カルトは
信者を統制するために罪悪感と危機感
を注入する。カルトの指導者が信者の欠
点を取り上げ非難しても信者は有難く受
け入れてしまう。

４．	情報統制 (information control)：カルト
は信者に対してすべての情報を遮断し批
判意識を抹殺する。そのためカルト団体
と指導者に対して常識的に批判を行うこ
とは出来なくなる。

またカルトから脱出した時がより危険であると
指摘している。それは失っていた自分のアイデン
ティティを回復することはさらに大変な作業であ
るからで、そのため自ら思考し決定する力を養う
ことは何より大切だと述べている。

・周りの家族や友人が入ってしまったら
カルト団体はその姿を巧みに変え、見極め難

くなっている。そのもとで苦しむ人 も々絶えず生
み出され、社会的な問題を引き起こしており、ま
た、私たちの教会にも好ましからざる影響を与え
ている。わたしたちの周りにカルトによって苦し
められている人がいる場合はどうすればいいの
か。
①	 まずネット検索！

	 カルト団体が最初から名前や正体を名乗
ることはない。誰でも最新の手口や被
害情報を匿名で安全に知ることが出来
る。しかしネット上の情報はすべて正し
いとは限らないので統一協会問題キリス
ト教連絡会のサイト（http://unification-
church-problem.web.infoseek.co.jp/
index.htm）を参考にして検索してみるこ
とをお勧めする。

②	 大学機関に相談
	 カルト団体は多くの若者、特に大学生を
ターゲットにする。そのため多くの大学は
カルト被害を訴える学生に対してカウン
セリングルーム、事務局を設けている。ま
たキリスト教系大学は宗教部、キリスト
教センター、宗教主任、チャプレンなどの
担当者がいる。学内で起こっているトラ
ブルの情報が集まっているところであり、
専門機関、専門家とのネットワークも持っ
て紹介してくれる。

③	 法律家に相談
	 カルトによる被害は殆ど金銭的問題を伴
う。金銭的問題が発生したときには、や
はり専門的知識を持っている弁護士と相
談した方が良い。特に「全国霊感商法対
策弁護士連絡会（http://www1k.mesh.
ne.jp/reikan/　電話：03-3358-6179）」
は統一協会による霊感商法被害の根絶
と被害者救済を目的として主に活動し、
企業や官公庁、マスコミ、公的団体等か
らの統一協会等にかかわる問い合わせ
も多数寄せられる。統一協会問題にお
いては、最も信頼のおける相談機関の一
つである。

④	 統一協会問題キリスト教連絡会 
	 これまで統一協会問題は、日本キリスト
教団統一原理問題連絡会が率先して対
応してきたが、この問題の重大性に鑑み
キリスト教界全体が関わる必要がある問
題であるとの認識から、日本基督教団、
カトリック中央協議会、日本聖公会、日
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本福音ルーテル教会、日本バプテスト連
盟、在日大韓基督教会は 2003 年に統
一協会問題キリスト教連絡会を発足させ
た。統一教会問題キリスト教連絡会のサ
イト（上記①参照）に記載されている各
教派の担当局の連絡先が窓口となって、
被害者に対するケアを信仰的に導いてい
る。

・キリスト者として
常識的な人であっても上述したマインドコン

トールによって気づかないうちにカルトに陥り、
神様にかたどって創られた尊い人間の存在が全
く否定され魂が苦しめられ、家庭が崩壊し、経
済的、精神的、肉体的なあらゆる被害に遭って
しまう。このような被害者の人権を守ること、人
権回復の活動は多くの病人を癒された主イエス・
キリストの宣教の一環である。 日本聖公会も正
義と平和委員会を通して次のような立場を表明
し、カルト問題に対するわたしたちの認識を再
確認させてくれる。

「（前略）わたしたちは、家族が入信して苦しい
日 を々過ごしておられる人びと、脱会して未だに
心の中に重い障害を負っておられる人びと、霊

感商法によって精神的にも経済的にも被害を受
けられた人びとが多くおられる現実に目を向け
なければならないと思います。正義と平和委員
会は、この世界で小さくされている人びとと共に
歩むことを願って、昨年の総会で立てられた委
員会です。わたしたちは、統一協会という他宗
教の信仰内容を問題視しているのではありませ
ん。統一協会によって被害を受けておられる方
が、現にわたしたちの周りにおり、そして今後も
被害を受ける人びとが生まれる可能性のあるこ
とを、わたしたちは深刻に受けとめざるを得ませ
ん。」

日本聖公会をはじめとする日本の教会が世の
塩と光の役割を担うためには、神様から与えら
れた正義と平和を破壊するカルト団体の問題に
ついて積極的に取り組む姿勢が必要であろう。
またその際には、彼らとの物理的対決や対立よ
りも彼らの変化を求めて真摯に祈り、持続的研
究と対話を続けることが大切である。しかしこ
れらの団体の横暴により人間の尊厳が抑圧され
る時には、果敢に預言者的立場から正義を宣言
し行動していくことを躊躇してはならない。殊に
今も苦しんで嘆いている被害者の涙を拭い取る
ことが使命であることを忘れずにいたい。

 

スティーブン・ハッサン（Steven Hassan）のサイト
Freedom of mind
(http://www.freedomofmind.com/)

 

統一協会関連の問題の深刻さを伝えるため、統一協会問
題キリスト教連絡会が発行した冊子「これが素顔！」
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日本聖公会管区事務所ホームページ：　http://www.nskk.org/province/
☆	「管区事務所だより」についての要望・寄稿などをメールでお寄せください。
	 comm-sec.po@nskk.org　広報主事（鈴木）宛て

	「いっしょに歩こう！プロジェクト」ホームページ
	 http://nskk.org/walk/

（日本聖公会管区事務所より海外管区にあてたクリスマスカード）

 


